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第1表 ミズナラ莇芽二次林試験地概要

5.・広葉樹二次林の成長推移に関する研究

青 木 尊 重 中 島 誠

今 田 盛 生

!研 究の目的

広葉樹の更新方式 としての天然更新は人工更新方式 とともに.今 後予想される広葉樹時代

に対処 し.重 要課題 と考え られるが.幸 い本演には ミズナラを主要樹種 とする優良二次林に

恵れているので,天 然更新更に一般二次林作業の基礎資料 として,現 実二次林の成立推移 を

解明 しようとするもの。

∬ 方 法

昭和55年5月,第t林 班内κ20m×50m(O.1ha)の ミズナラニ次林(推 定林令32
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年生)の 固定 プロツトを設定 して。そのプロツト内のDBHlcm以 上の立木Kつ いて.DB

Hと 樹高の毎木調査を実施 し,主 として成長推移にともなう個樹の競合淘汰による成立本数

の減少過程 と直径,樹 高劃よぴ材積成長の相関々係等を解窮す るものであるゆ

置 経 過

固定プロツ ト設定当時か ら本年度までの調査結果を総括すれば次の第 霊表の とお珍である。

鯖1表 調 査 総i括表

ところで・鋤 灘 鮒 評 均購 平樋 径緩 ぴ総材積の厳 翠 を図示す斌 第

壌図のと慶シである。

次にそれぞれの成長状況をみれば,第2表 の と;kbで ある。

第2表

第1図 から樹高 と直径は同様な成長這程 をたどつている。第2表 から年平均成長率は樹高

が 五〇%,直 径2.8%に 左つていることからも明らかである。年材積成長率は7.9%で 非常

に高 く.蓄 積 もha当約2るo盆 で.非 常に優れた林分を構成 して夢診いずれ も.今 後既盛な

成長が期待される。'



第 で図 成長 貌線

次に本数についてみると,ブ 獄ツト内の立木本数は当初241本 で,そ のうちヤエガワカ

ンバ22本,ヤ ナギ壌本で ミズナラは全体の95.4%を 占めでいたが,本 年度は200本 と

な勢,ミ ズナラは 壌S9本 でヤエガワカンパは20本 に減少 して,ミ ズナラは全体の90%

に変化 している。第1表 に論ける本数減少過程 を図示すれば.次 の第2図 のとお 珍望ある。

本演習林のt20年 生の林分に劃いては大体,成 立本数が25o～55o本 程度であるか

ら.今 後 もきわめてゆるやかな減少過程 をたどるもの と推察 される昏
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∬ 今後の見通 し

今後 もあ《まで天然広葉樹二次林に何 ら人工的な操作を加えるζとな く,自 然の霊懐に放

置 した場合の林分構造の推移を観察測定するζとによつて,そ の林分の成立を分析 」 将来

2次 林作業の重要なるデータとしたい。

4.ト ドマツの天然広葉樹下木植栽試験

青 木 尊 重 、中 島 誠

今 田 盛 生

1研 究の目的

幼令時において,晩 霜,寒 害などに対する抵抗力の弱い トドマツを・ これ らの被害か ら保

護するため,天 然広葉樹林に下木植栽 した場合の上木の うつ閉度および間伐度 と保護効果並

びに成長 との関係 を究めようとするもの。

方法および経過 一

昭和54年10月 に第24林 班内の広葉樹2次 林(約50年 生)内rc5.41haの トドマツ

の下木植栽 を行つたが,そ の際,こ の造林地内にO.1ha(40mX25ne)の 試験地 を設定


